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社協だよりは、赤い羽根共同募金の一部を使用し作成しています。

サマーボランティア活動報告

今年は社会福祉法人隼仁会の敬寿園での福祉ボランティア体験。(8/7[火]実施)

今年は昨年より大幅に参加者が増え、14名の中高生に参加いただきました！参加された生徒の皆さんは、

施設や福祉用具について学んだり、施設利用者の方々と交流をしたり、充実したなかでのサマーボラン

ティア体験になりました。

ふれあい･いきいきサロン代表者会
去る7/20(金)、まごし館にて、ふれあい･いきいきサロン34グループの代表者会を開催いたしました！

社協事務局長あいさつから始まり、出水市からサロン活動のボランティア アドバイザーとして活躍しておら

れる福山 博幸氏をお招きして、出水市でのふれあいサロンをきっかけとした地域福祉活動の発表や高齢者向

けの健康体操を行い、参加した皆さまからはとても勉強になった、健康体操をもっと知りたいといった声があ

り、大変好評でした！併せて、サロンの助成金の交付※を行いました。※「赤い羽根共同募金の配分金」の中

から、地域福祉活動への助成の一部として配分しております。(4ページ参照)

例年、中高生が夏休みの期間を利用して、ボランティア活動を体験する場として、通称｢サマボラ｣と言

われるボランティア体験プログラムを取り組んでおります。

今年は特に暑くて大変でしたが、参加した生徒さんからは、「入所者の方の自立を促すために、お世話

をし過ぎないことに驚いた」「年間通して色んな行事をされており、入所者の方の交流もたくさんあり、

今までの施設に対するイメージが変わった」との感想も聞かれ、この夏休みを通してさまざまな出会

い･ふれあいがあり、それぞれの発見があったようです。今回の体験を通じて働くことの大変さや、福

祉への理解を深める機会になり、皆、"一回り大きくなった"夏休みになりました。

ボランティア受入れのため、ご協力をいただきました隼仁会さま、心から感謝申し上げます。
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社協だよりは、赤い羽根共同募金の一部を使用し作成しています。

7/28夏祭りの翌朝7/29は、児童･生徒さんや地域の方など皆さんにお集まりいただき、会場となった大口

元町商店街通り沿い付近を、1時間ほど清掃活動を行いました！昨年以上にゴミが集まり、充実感のあった

ボランティア清掃活動となりました☆

7/29(日) 夏祭り後 ボランティア清掃

☆ボランティア清掃活動を主催して…☆

「ボランティア」という言葉の語源は、自ら進んで何かをする。自発的に活動をする人…といったような

意味があります。

実際に参加された方は、自ら進んで自発的に活動してみて、初めて分かることもあったり、事前に考えて

いたこととは違う発見や学びがあったかもしれません。また、活動を振り返ってみた時に「自分のできる

ことで力になれたら」「役に立つことができて良かった」…この思いがボランティアを続けるチカラにな

ると思います。

このボランティア活動をキッカケに、これからもボランティアの輪が広がることを願っています。ご協力

いただいた皆さま、ありがとうございました！来年も実施予定ですので、是非参加を待っています☆

公益のために多額の私財を寄付した個人に国から授与される紺綬褒

章を、平城 エミ様(９１歳 大口青木)が受章されました。

ことぶき園において、日赤鹿児島県支部事務局長、伊佐市社協会長、

ことぶき園事務長の皆様が列席する中、日本赤十字社鹿児島県支部

伊佐市地区長である隈元新市長から褒章を授与されました。

平城様は、日本赤十字社の看護婦養成所を卒業され、７５歳まで現

役で働いてこられました。赤十字看護師として教育を受けたことの恩

返しとして多額の寄付をされたことにより、今回の受章となりました。

伝達式終了後、市長との歓談の中で、「若い人たちが立派な医療人

として育ってくれることを信じています」などと話されておりました。

『ヘルパー資格はあるけれど、仕事をする機会がなくて…』

『ブランクがあるけれど、大丈夫かしら？』という方も大丈夫！

仕事の流れなど、ていねいに説明し、初めは同行しますので

心配はいりません。興味のある方、気軽にお問合せください！

29-5277( : )
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社協だよりは、赤い羽根共同募金の一部を使用し作成しています。
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社協だよりは、赤い羽根共同募金の一部を使用し作成しています。

赤い羽根共同募金運動の

シンボルキャラクター

「愛ちゃんと希望くん」

本年90歳到達を迎えられる市内在住の方に対し、長寿のお祝いとして記念品贈呈を行っております。

記念品については民生委員の方々にご協力をいただき、訪問時にお渡ししております。
※本年対象の方 : 昭和2年10月1日～昭和3年9月30日までにお生まれの方

上記の他に市内福祉関係の各種団体活動への助成を行っております。

共同募金運動は昭和２２年に「国民たすけあい運動」として始まりました。

共同募金は「地域福祉の推進」を目的としており、使い道は、高齢者･障がい者･子供たちの

福祉活動や、地域の福祉活動に取り組むボランティア活動、災害ボランティア活動に役立て

られています。また、都道府県では活動する社会福祉施設･保育所等の施設環境改善事業の支

援等のために使われます。※社協に伊佐市共同募金委員会の事務局を設置しております。

今年も皆様のあたたかい志をお寄せ下さいますよう、ご理解ご協力をお願いします。

皆様からお寄せ頂いた募金の約70％が市に配分されます。その使い道として伊佐市社協

での平成29年度の主な助成は下記の通りです。

･校区敬老会行事助成金 1,000,000円 ･市内小中学校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力校助成 395,000円

･敬老の日お祝い記念品贈呈 400,000円 ･各種福祉団体等への助成金 755,000円

･いきいきサロン助成金 540,000円 その他の活動費及び助成金等です

市内の15校区ごとの敬老会行事に対し、人員割で祝い金を配分させていただいております。

赤い羽根共同募金の使いみちの詳細について知りたい方は…

はねっと と検索してみてください！

市内小中学校を対象にボランティア協力校として指定させていただき、地域交流及び

美化活動を通して、自発的に活動に参加することを目的に助成しております。

去る、7/6(金)に市内小中学校の先生方にお集ま

りいただき、ボランティア協力校連絡会を開催いた

しました。児童･生徒のふれあいボランティア活動

事業(7ページ参照)をはじめ、その他事業紹介を行

い、各学校への助成金の交付を行いました。

～事業内容のご紹介～
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社協だよりは、赤い羽根共同募金の一部を使用し作成しています。

「福祉のまちづくり」には住民の皆さまの福祉活動への主体的な参加が欠かせません。今は直接、福祉活動

に参加できないけれど、会費を納入し社協会員として“まちづくり”を支えてくださる方もいらっしゃいま

す。これも貴重な福祉活動への参加の形です。社協は「福祉を大切にしたまち」をつくる、みなさんの思い

に支えられています。今後とも、皆さまのご理解･ご協力を心からお願い申し上げます。

Q 「社会福祉協議会（社協）」とは？

A：地域で起こるさまざまな福祉課題を地域全体の課題としてとらえ、皆さまと一緒に考え、話し合い、保

健･医療･福祉等の関係者、行政機関の協力も得て解決を図ることを目的とした民間の福祉団体です。また、

社会福祉法に定められた団体で、公益性の高い活動を行っています。

伊佐市社協では、『一人ひとりの市民が、その人らしく地域で安心していきいきと暮らせる福祉のまちづく

り』を基本理念とし、皆さまからの会員会費や寄附金、赤い羽根共同募金の配分金及び県･伊佐市からの補助

金や受託金、介護保険事業収入等を財源とし、さまざまな福祉事業に取り組んでいます。

伊佐市社協では、高齢者や障害者をはじめ全ての地域住民にとって住みよい福祉のまちづくりを目指し地域

福祉活動を推進していますが、そのための財源確保が課題です。そこで、個人･施設･団体･法人の皆さまに伊

佐市社協に対するご理解とご協力により、社協会員にご加入いただきますようお願いしています。

とき ：10/28(日) 9:00～14:00

ところ：大口ふれあいセンター
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講師：佐藤 仁 宮城県 南三陸町長

今、日本全体が豪雨災害や台風、地震などに見舞われ相当な被害が出ております。過去の東日本

大震災において、これまでの復旧復興活動の中で、避難所運営から始まり、高齢者･障がい者対応

など、福祉との関わりがどうだったのか、自治体としての対応はどうするべきなのか、伊佐市に

おいても学ぶべき点が多々あると思います。

震災から7年を経過し、いまだ復旧復興の道半ばでありますが、これまでの復旧復興活動を振り

返り、｢東日本大震災から学んだこと｣と題してご講演を頂きます。
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菱刈本所・大口支所受付(順不同)

たくさんの善意に感謝いたします。【香典返し・篤志】

～やさしい心をありがとうございます～

社協だよりは、赤い羽根共同募金の一部を使用し作成しています。

～祭壇貸付事業のご案内～
葬儀に関する問合せがございましたら、下記までご連絡ください。

伊佐市社協:26-4120 担当携帯(肥後):090-2714-3317

社会福祉協議会では、皆様からたくさんのご寄付(香典返し・篤志)をお預かりしております。

お預かりしたご寄付は、市民の皆様の福祉向上の為に大切に使わせていただきます。

今回の掲載は、平成30年7月1日～平成30年8月31日に受け付けたものです。

大変失礼ですが、敬称は略させていただきます。

香典返し・篤志の掲載、故人・金額は、ご寄付者様のご希望のみ掲載しております。

ここに謹んでお悔やみ申し上げ故人のご冥福をお祈り申し上げます。

～心配ごと相談のお知らせ～
日常生活の中でお困りの事はありませんか？お悩みの解決の糸口に！

伊佐市社協では、市民の皆様の様々な悩みごとに対し、心配ごと相談を行っており、相談

員が対応致します。(※相談は無料です！尚、相談内容等、個人情報は厳守します。)

日程及び場所

(毎月第1水曜日)

10/3(水)[まごし館] 11/7(水)[元気こころ館]

12/5(水)[まごし館] 1/9(水)[元気こころ館]

【香典返し】

自治会等 ご寄付者名 故人名 金額(円) 自治会等 ご寄付者名 故人名 金額(円)

1 山ノ口 原水　勝巳 原水　奈緒子 18 馬場 吉原　美智子 吉原　二三男

2 宮人 野﨑　榮一 野﨑　スミエ 19 東戸切 末原　武人 末原　カヅ子

3 土瀬戸 長岡　愛子 長岡　聡 20 朝日町 坂元　美子 坂元　哲郎

4 小川内 岩切　一雄 岩切　照雄 21 白木 北園　三雄 北園　トミ

5 平出水中央 肥後　陽一 肥後　芳子 22 川西 外西　久人 外西　サヅ子

6 青木ヶ島 清水　久子 清水　栄藏 23 西水流 肥後　林 肥後　保子

7 山野停車場 新薗　恵美子 西田　八重子 24 永池 坂留　都美 坂留　榮次

8 平原 向井野　孝一 向井野　フヂミ 25 田中上 山元　定行 山元　ミヨ子

9 曽木 米永　百合子 米永　勇 50,000 26 町船津田下 倉野　敏郎 倉野　凉子

10 石井 江崎　牧夫 江崎　利吉 27 朝日町 小倉　ツミ 小倉　澄夫

11 国ノ十 田﨑　悦子 田﨑　英治 30,000 28 築地 林　博昭 林　ヒデ子

12 永尾 森口　敬三 森口　耐子 20,000 29 築地 畠中　照美 畠中　和子

13 山ノ神 肥實　アツ子 肥實　和夫 30 麓後 西田　宣充 西田　義行

14 山野上之馬場 楠原　すみ代 南薗　ソメ 31 下ノ木場 田原　憲幸 田原　ヤツエ

15 永尾 松本　ノリ子 松本　英美 30,000 32 下荒田 田中　晋一 田中　ヒメ 20,000

16 西本町 豊永　マチ 豊永　健吾 33 東市山 永吉　愛子 永吉　和憲

17 大島北 竹之内　勝利 竹之内　ヤエ子 34 郡山 江口　惠子 江口　サチ子

6



社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金の一部を使用し作成しています。

☆社協ボランティア会員募集☆
市民の皆様のできること(ささいな事からで構いません！)をボランティア活動に活かしてみませんか？

☆対象活動

☆カード配布(窓口)

☆ポイントが貯まったら…

例) 道路･自治会･地域コミュニティ協議会の清掃活動、 社会福祉施設等での活動、

収集･募金活動、高齢者サロン等との交流、文化継承･郷土芸能伝承等

伊佐市社会福祉協議会(本所,支所)、社会福祉施設、伊佐市内コミュニティ協議会、伊佐市内小中高校

10ポイント貯まったら、社協窓口へお持ちください。

社会福祉大会･学校行事等において、『ボランティア活動認定証』を交付いたします。

① ② ③ ④

ポイントカードを指定窓口で配布 ボランティア活動をする 窓口でスタンプを

押してもらう
ポイント達成者には

活動認定証を発行

☆利用方法

～小･中･高校生はポイントを貯めて活動認定証をもらおう！～

児童･生徒のふれあいボランティア事業

ボランティアセンターでは、ボランティアをしたい人･頼みたい人など、ボランティア活動に関する相談･

活動紹介をしています。「やってみたい」という気持ちを大切に、できることから始めてみませんか～？

イベントや行事のスタッフボランティア，託児ボランティア，

デイサービスでの高齢者の様子の見守り，地域清掃活動 など

◆例えばどんな活動があるの～？(゜o゜)
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